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奈
良
県
印
刷
工
業
組
合

平
成
28
年
度
通
常
総
会
議
事
録

●
日
時　
平
成
28
年
５
月
23
日
午
前
11
時

●
場
所　
奈
良
市「
ホ
テ
ル
リ
ガ
ー
レ
春
日
野
」

●
組
合
員
総
数　

43
人

● 

出
席
組
合
員　

34
人
（
内
訳　

本
人
出

席
17
人
、
委
任
状
出
席
17
人
）

〔
議
事
の
経
過
の
要
領
〕

　

定
刻
、
中
島
武
宣
が
司
会
者
と
な
り
本

総
会
に
お
け
る
議
長
選
出
の
方
法
を
は

か
っ
た
と
こ
ろ
、
吉
岡
義
幸
が
議
長
と
し

て
選
任
さ
れ
就
任
し
た
。

　

議
長
は
本
総
会
の
出
席
者
を
調
査
の

上
、
本
総
会
は
有
効
に
成
立
し
た
旨
を
述

べ
、
た
だ
ち
に
議
案
の
審
議
に
入
る
。

第
１
号
議
案　

平
成
27
年
度
事
業
並
び
に

経
過
報
告
に
つ
い
て

　

議
長
は
、
事
務
局
を
し
て
平
成
27
年
度

の
事
業
報
告
を
さ
せ
、
議
場
に
は
か
っ
た

処
、
満
場
意
義
な
く
こ
れ
を
承
認
し
た
。

第
２
号
議
案　

平
成
27
年
度
決
算
収
支
書

の
承
認
に
つ
い
て

　

議
長
は
、
事
務
局
を
し
て
下
記
の
平
成

27
年
度
の
決
算
収
支
書
を
報
告
さ
せ
た
。

１
．
財
産
目
録　
　

２
．
事
業
報
告
書　
　

３
．
貸
借
対
照
表　

４
．
損
益
計
算
書　

５
．
剰
余
金
処
分
案

　

つ
い
で
監
事　

花
松
憲
一
は
、
上
記
の

書
類
を
詳
細
に
調
査
し
た
処
、
い
ず
れ
も

正
確
適
正
で
あ
っ
た
旨
を
報
告
し
、
議
場

に
は
か
っ
た
処
、
満
場
意
義
な
く
こ
れ
を

承
認
し
た
。

第
３
号
議
案　

平
成
28
年
度
事
業
計
画

（
案
）
に
つ
い
て

　

議
長
は
、
各
委
員
長
に
し
て
平
成
28
年

度
の
事
業
計
画
（
案
）
を
詳
細
に
わ
た
っ

て
説
明
さ
せ
、
そ
の
可
否
を
議
場
に
は
か

り
、
満
場
一
致
を
も
っ
て
こ
れ
を
承
認
可

決
し
た
。

第
４
号
議
案　

平
成
28
年
度
収
支
予
算

（
案
）
に
つ
い
て

　

議
長
は
、
事
務
局
を
し
て
平
成
28
年
度

の
収
支
予
算
（
案
）
を
詳
細
に
わ
た
っ
て

説
明
さ
せ
、
そ
の
可
否
を
議
場
に
は
か

り
、
満
場
一
致
を
も
っ
て
こ
れ
を
承
認
可

決
し
た
。

第
５
号
議
案　

役
員
任
期
満
了
に
つ
き
後

任
者
選
任
の
件

　

議
長
は
当
組
合
の
役
員
全
員
が
平
成
28

年
５
月
29
日
を
も
っ
て
任
期
満
了
に
よ
り

退
任
す
る
こ
と
に
伴
い
、
こ
れ
が
改
選
の

必
要
が
あ
る
旨
を
述
べ
、
こ
の
改
選
方
法

を
指
名
推
薦
で
行
い
た
い
旨
を
議
場
に

諮
っ
た
と
こ
ろ
、
全
員
賛
成
し
た
の
で
議

長
は
選
考
委
員
に
中
西
知
、
中
川
治
尚
、

島
岡
亮
博
、
乾
昌
弘
を
指
名
し
た
。
選
考

委
員
は
次
の
と
お
り
理
事
、
監
事
を
選
出

し
、
ま
た
議
場
は
全
員
当
選
と
可
決
決
定

し
た
。

（
理
事
）

　

乾　

昌
弘　

島
岡
亮
博　

吉
岡
義
幸

　

中
川
治
尚　

中
西　

知　

中
島
武
宣

　

植
原
雅
勝　

沢
井
啓
祐　

後
藤
義
裕

　

山
内
雅
俊　

中
村
宣
廣　

藤
山
和
徳

　

南　

良
郎　

笹
田
和
男　

下
村　

卓

　

竹
本
久
尚　

福
留
伸
一　

堀
井
清
孝

（
監
事
）　

花
松
憲
一　

御
所
名
秀
憲

　

な
お
、
被
選
任
者
は
そ
の
就
任
を
承
諾

し
た
。

　

以
上
を
も
っ
て
議
案
の
全
部
の
審
議
を

終
了
し
た
の
で
、
閉
会
を
宣
し
解
散
し

た
。
時
に
午
前
11
時
50
分
で
あ
っ
た
。

　
乾
新
理
事
長
挨
拶

　

厳
し
い
時
代
の
中
で
理
事
長
と
い
う
大

役
を
仰
せ
つ
か
り
、
大
変
な
重
責
を
担
っ

た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
と
に
か
く
諸
先
輩

方
々
が
築
か
れ
た
良
き
伝
統
を
継
承
し
な

が
ら
も
、
組
合
員
各
社
の
参
考
と
な
る
業

態
変
革
・
官
公
需
対
策
な
ど
の
情
報
を
提

供
し
、
組
合
員
各
社
が
地
域
に
と
っ
て
よ

り
必
要
と
さ
れ
る
存
在
に
な
っ
て
い
く
こ

と
を
目
指
し
て
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

近
畿
地
区
印
刷
協
議
会
総
会

　

６
月
10
日
（
金
）
午
後
1
時
30
分
よ
り

ホ
テ
ル
日
航
奈
良
に
お
い
て
、
平
成
28
年

度
定
時
総
会
が
59
名
の
参
加
に
よ
り
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

開
催
工
組
奈
良
の
乾
理
事
長
の
挨
拶
の

後
、
作
道
地
区
協
会
長
の
挨
拶
が
あ
り
議

長
選
出
の
後
、
総
会
の
議
題
に
入
る
。

　

本
年
度
は
役
員
改
選
期
に
あ
た
り
、
平

成
28
・
29
年

度
期
の
会
長

と
し
て
京
都

工
組
の
中
西

隆
太
郎
理
事

長
が
選
出
さ

中西隆太郎理事長

乾昌弘理事長
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れ
ま
し
た
。

　

全
議
事
の
承
認
を
得
て
総
会
は
無
事
終

了
。

　

全
体
会
議
で
は
、
全
印
工
連
28
年
度
の

事
業
計
画
、
今
年
10
月
に
開
催
さ
れ
る
全

日
本
印
刷
文
化
典
、
官
公
需
問
題
、
全
印

工
連
２
０
２
５
計
画
、
技
能
検
定
Ｄ
Ｔ
Ｐ

の
普
及
啓
発
等
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
分
科
会
、
分
科
会
報
告
、
懇
親

会
と
。

　

情
報
交
換
懇
親

会
は
奈
印
工
組
の

後
藤
理
事
の
司
会

で
ス
タ
ー
ト
。

　

前
近
畿
地
区
印

刷
協
議
会
長
で
大

印
工
組
作
道
理
事

長
の
挨
拶
の
中
、

突
然
ナ
ラ
イ
ガ
ー

が
現
れ
会
場
が
騒

然
と
し
た
雰
囲
気

に
包
ま
れ
な
が
ら

も
、
和
気
藹
々
と

近
畿
地
区
の
情
報

交
換
を
進
め
、
定

刻
と
な
り
中
締
め

と
な
り
ま
し
た
。

　

理
事
長
会
報
告

と
分
科
会
報
告
は
以
下
に
掲
載
い
た
し
ま

す
。◆

理
事
長
会
報
告

 

理
事
長　

乾　

昌
弘　

各
県
の
工
組
の
状
況
の
報
告

（
大
阪
）
印
刷
道
の
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し

た
。
そ
こ
で
の
学
び
を
自
社
で
実
践
し
て

い
る
企
業
を
Ｐ
Ｒ
Ｉ
Ｏ
に
掲
載
。
さ
ら
に

そ
の
組
合
員
の
取
り
組
み
を
堀
り
下
げ
て

討
論
し
質
を
高
め
る
活
動
を
し
て
い
る
。

組
織
の
統
廃
合
を
進
め
て
い
る
。
支
部
制

に
し
て
い
る
と
支
部
に
よ
っ
て
意
識
が
異

な
る
。
組
合
員
に
本
当
に
伝
え
た
い
情
報

が
伝
わ
り
に
く
い
。
な
の
で
交
流
な
ど
は

変
わ
ら
ず
支
部
単
位
で
行
う
。
研
修
な
ど

学
び
に
つ
い
て
の
案
内
は
、
本
部
で
一
括

し
て
行
い
、
す
べ
て
の
組
合
員
に
伝
わ
る

よ
う
に
組
織
を
変
更
し
ま
し
た
。

経
営
革
新
の
委
員
会
は
年
に
６
回
セ
ミ

ナ
ー
を
行
う
。

（
福
井
）
技
術
者
が
減
っ
て
い
る
、
ケ
ン

ト
合
わ
せ
の
不
要
な
イ
ン
ク
ジ
ェ
ッ
ト
が

シ
ェ
ア
を
の
ば
す
と
思
う
。

（
京
都
）
委
員
会
の
数
が
20
以
上
あ
る
、

1
人
で
か
け
も
ち
し
て
い
る
委
員
会
も
あ

る
、
事
業
内
容
が
被
っ
て
い
る
委
員
会
も

あ
る
、
大
阪
を
見
習
っ
て
統
廃
合
を
検
討

し
た
い
。
組
合
員
の
ほ
と
ん
ど
が
京
都
市

内
の
印
刷
会
社
。

（
滋
賀
）
組
合
員
数
17
社
し
か
な
い
。
オ

ブ
ザ
ー
バ
ー
を
近
畿
に
連
れ
て
き
て
意
識

を
あ
げ
て
入
会
に
つ
な
げ
る
よ
う
に
す
る

こ
と
を
検
討
す
る
。

◆
経
営
革
新

　

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
委
員
会

 

委
員
長　

中
島　

武
宣

・�

印
刷
道　

５
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
、
５
Ｋ
Ｅ
Ｙ

Ｓ
、
５
Ｄ
Ｏ
Ｏ
Ｒ
Ｓ
の
購
入
の
推
進
。

・�

印
刷
道
の
セ
ミ
ナ
ー
開
催
。
日
程
が
ダ

ブ
っ
た
り
し
な
い
よ
う
各
工
組
で
情
報

交
換
を
し
な
が
ら
行
っ
て
ほ
し
い
。

・�
Ｍ
＆
Ａ
に
つ
い
て
の
研
修
を
行
う
。
優

れ
た
コ
ン
サ
ル
に
講
演
し
て
も
ら
い
、

相
続
や
後
継
者
に
つ
い
て
問
題
を
抱
え

て
い
る
組
合
員
に
学
ん
で
も
ら
う
機
会

を
つ
く
る
。
し
か
し
決
し
て
組
合
が
Ｍ

＆
Ａ
を
推
奨
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

・�

勝
ち
残
り
ゼ
ミ
第
３
期
生
の
参
加
募

集
。
１
泊
２
日
３
５
、０
０
０
円
。
委
員

長
が
参
加
し
て
み
た
と
こ
ろ
内
容
が
と

て
も
良
く
、
決
算
書
の
見
方
や
計
画
の

立
て
方
な
ど
細
か
く
教
わ
っ
た
。
参
加

し
て
い
る
組
合
員
の
意
識
が
高
く
と
て

も
刺
激
に
な
っ
た
。（
全
国
か
ら
19
名
の

参
加
）
次
回
、
夏
に
名
古
屋
に
て
開
催
。

　

全
印
工
連
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
共
創
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
は
組
合
員
の
情
報
を
掲
載
し
て

魅
力
的
な
情
報
交
換
を
す
る
目
的
の
サ
イ

ト
で
す
が
、
今
年
度
も
引
き
続
き
無
料
で

掲
載
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
な
か
な
か

掲
載
希
望
の
応
募
が
な
い
が
引
き
続
き
募

集
し
ま
す
。

冊
子
「
全
印
工
連
２
０
２
５
年
計
画　

～

新
し
い
印
刷
産
業
へ
の
リ
デ
ザ
イ
ン
～
」

　

各
工
組
に
組
合
員
の
人
数
部
を
配
布
。

無
料
で
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

内
容
は
と
て
も
い
い
こ
と
が
書
か
れ
て

い
る
が
難
し
い
と
い
う
声
が
多
い
。
熟
読

し
て
ほ
し
い
。

・�

Ｃ
Ｓ
Ｒ
や
Ｍ
Ｕ
Ｄ
の
認
定
取
得
を
す
る

組
合
員
が
少
な
い
。
な
か
な
か
進
ま
な

い
大
き
な
理
由
は
「
そ
れ
や
っ
た
ら
儲

か
る
の
？
」
と
聞
か
れ
る
。
実
践
し
て

い
る
人
の
声
と
し
て
は
、
直
接
利
益
を

生
む
モ
ノ
で
は
な
い
。
し
か
し
そ
れ
に

よ
っ
て
社
員
教
育
に
な
り
、
環
境
整
備

に
な
り
、
企
業
価
値
が
あ
が
り
、
利
益

に
つ
な
が
る
。
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・�
経
営
の
課
題
と
取
り
組
み
に
つ
い
て　

自
社
の
経
営
課
題
に
つ
い
て
考
え
て
い

る
だ
け
で
は
だ
め
。「
う
ち
の
会
社
は

こ
れ
や
」「
Ｍ
Ｕ
Ｄ
や
る
ん
や
」
と
決

め
て
そ
れ
に
つ
い
て
取
り
組
ん
で
Ｓ
Ｗ

Ａ
Ｔ
分
析
を
す
す
め
て
い
か
な
い
と
何

も
始
ま
ら
な
い
。
例
え
ば
「
保
険
の
約

款
の
受
注
に
力
入
れ
る
ぞ
」
な
ど
。
と

り
あ
え
ず
試
し
て
強
み
弱
み
を
共
有
し

て
一
点
突
破
し
て
い
く
こ
と
が
大
事
。

◆
環
境
労
務
委
員
会

 

委
員
長　

島
岡　

亮
博

１
．環
境
関
連
の
認
定
・
登
録
制
度
の
普

及
推
進
に
つ
い
て

（1）
Ｇ
Ｐ
認
定
制
度
の
普
及
推
進

（2）
環
境
推
進
工
場
登
録
制
度
の
普
及
推
進

（3）�

Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
取
得
支
援
事
業
の

普
及
推
進

２
．環
境
関
連
情
報
の
収
集
・
提
供
に
つ
い
て

・
環
境
労
務
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
実
施

　

今
期
は
、
２
年
に
一
度
の
調
査
の
年
に

な
り
、
７
月
以
降
に
実
施
予
定
。

３
． 労
働
関
係
法
令
へ
の
対
応

（1）�

労
働
関
係
法
令
の
施
工
・
改
正
情
報
の

提
供

（2）
労
働
安
全
衛
生
情
報
の
提
供

　

リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
及
び
ス
ト
レ
ス

チ
ェ
ッ
ク
の
実
施
。
義
務
化
さ
れ
、
期
限

が
定
め
ら
れ
て
ま
す
の
で
、
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

４
．セ
ミ
ナ
ー
の
企
画
開
催
支
援
に
つ
い
て

・�

各
種
環
境
セ
ミ
ナ
ー
、
労
務
セ
ミ
ナ
ー

開
催
支
援
は
、
事
務
局
へ
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

５
．Ｖ
Ｏ
Ｃ
警
報
機
の
普
及
拡
大
に
つ
い
て

・
第
2
の
胆
管
癌
発
症
を
防
ぐ
た
め
、
有

機
溶
剤
等
に
よ
る
環
境
影
響
を
測
定
し
、

基
準
値
以
上
の
場
合
警
報
を
発
す
る
装
置

の
普
及
拡
大
。

　

以
上
、
５
項
目
が
上
半
期
の
活
動
方
針

と
な
り
ま
す
。
会
員
企
業
の
皆
様
方
の
更

な
る
ご
支
援
ご
協
力
の
程
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

◆
組
織
共
済
委
員
会

 

委
員
長　

山
内　

雅
俊

１
．各
工
組
組
合
員
数
異
動
状
況
に
つ
い
て

　

平
成
28
年
４
月
１
日
現
在
。
奈
良
県
43

社
（
減
２
社
）、
福
井
県
42
社
（
減
２

社
）、
滋
賀
県
17
社
（
減
２
社
）、
京
都
府

１
４
０
社
（
減
３
社
）、
大
阪
府
５
０
８

社
（
減
26
社
）、
兵
庫
県
１
２
５
社
（
減

８
社
）、
和
歌
山
県
49
社
（
減
１
社
）、
全

体
で
は
４
、９
３
０
社
（
減
１
８
３
社
）

就
業
人
員
１
０
３
、１
２
１
人
（
減
３
、

４
２
１
人
）

２
．
組
合
員
台
帳
調
査
の
実
施
に
つ
い
て　
　

　

８
月
上
旬　

調
査
票
の
配
付
を
お
こ
な

い
ま
す

　

９
月
末　

調
査
票
の
提
出
を
お
願
い
致

し
ま
す

３
．各
種
共
済
制
度
の
加
入
状
況
に
つ
い
て

○
生
命
共
済
制
度

死
亡
・
高
度
障
害
の
他
、
不
慮
の
事
故
に

よ
る
障
害
や
入
院
に
つ
い
て
、
24
時
間
保

障
す
る
共
済
制
度
で
す
。
新
規
加
入
は
70

歳
ま
で
加
入
で
き
、
75
歳
ま
で
継
続
で
き

ま
す
。
全
国
１
、５
１
０
社
、
１
６
、８
４
５

人
（
前
年
比
減
４
％
）（
奈
良
県
29
社
、

２
７
７
人
）

○
せ
つ
び
共
済

印
刷
設
備
を
は
じ
め
と
す
る
機
械
の
設
備

の
事
故
に
よ
る
損
害
を
補
償
す
る
共
済
制

度
で
す
。
オ
プ
シ
ョ
ン
で
、
風
水
害
、
地

震
災
害
に
よ
る
損
害
の
ほ
か
、
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム･

ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア･

デ
ー
タ
等
の
被
害
も
補
償
さ
れ
ま

す
。
全
国
３
９
６
社
（
前
年
比
減
５
％
）

（
奈
良
県
４
社
）

○
医
療
・
が
ん
共
済
制
度

医
療
費
の
自
己
負
担
増
大
に
対
応
す
る
た

め
、
〝入
院
か
ら
退
院
ま
で
補
償
＂
を
コ

ン
セ
プ
ト
に
、
入
院
保
険
金
、
手
術
保
険

金
、
重
度
入
院
一
時
金
な
ど
の
基
本
補
償

の
ほ
か
、
加
入
プ
ラ
ン
に
よ
っ
て
は
葬
祭

費
用
保
険
金
や
退
院
後
通
院
保
険
金
な
ど

の
補
償
や
加
入
者
向
け
の
サ
ー
ビ
ス
も
用

意
し
て
い
ま
す
。

医
療
共
済
は
全
国
２
１
６
人
（
前
年
比

減
１
％
）（
奈
良
県
３
人
）

が
ん
共
済
は
全
国
25
人
（
奈
良
県
０
人
）

○
災
害
補
償
共
済
制
度

就
業
中
の
災
害
に
対
す
る
補
償
金
の
お
支

払
い
に
よ
る
負
担
か
ら
組
合
員
企
業
を
守

る
た
め
の
共
済
で
す
。
全
国
労
災
補
償

コ
ー
ス
１
１
６
社
、
４
、０
６
８
人
（
前

年
比
減
９
％
）
傷
害
補
償
コ
ー
ス
20
社

３
１
０
人
（
前
年
比
減
17
％
）（
奈
良
県

０
社
、
０
人
）

○
経
営
者
退
職
功
労
金
制
度

経
営
者･

役
員･

幹
部
社
員
の
た
め
、
企

業
が
退
職
功
労
金
と
し
て
資
金
を
積
み
立

て
る
た
め
の
制
度
で
す
。
全
国
82
社
、

１
５
６
人
（
前
年
比
減
17
％
）（
奈
良
県

２
社
、
４
人
）

４
．共
済
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
推
進
に
つ
い
て

　

今
年
度
は
重
点
工
組
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
平
成
28
年
９
月
１
日
か
ら
平
成
29
年

３
月
31
日
ま
で
行
い
ま
す
。
ご
理
解
と
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

◆
教
育
研
修
委
員
会

 

委
員
長　

堀
井　

 

清
孝

［
報
告
事
項
］

１
．収
益
改
善
セ
ミ
ナ
ー
の
企
画
・
啓
発

に
つ
い
て

近
畿
各
地
区
に
お
い
て
、
昨
年
度
、
プ
リ
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プ
レ
ス
、
個
人
情
報
保
護
（
Ｊ
Ｐ
Ｐ
Ｓ
）、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
、
Ｍ
Ｕ
Ｄ
、
企
業
訪
問
な

ど
様
々
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

大
阪
地
区
に
お
い
て
は
、
組
合
員
企
業
を

パ
ネ
ラ
ー
と
し
て
迎
え
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
う
な
ど
、
身
近
な
事
例

か
ら
今
後
の
ビ
ジ
ネ
ス
展
開
の
考
察
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
、
よ
り
時
代
に
即
し
た
教
育

セ
ミ
ナ
ー
、
研
修
会
の
実
施
が
必
要
で
あ

る
と
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

２
．制
度
教
育
事
業
の
再
構
築
に
向
け
た

検
討
に
つ
い
て

（1）�

印
刷
営
業
講
座
・
印
刷
営
業
士
認
定
試

験
の
改
訂

（2）
印
刷
生
産
技
術
講
座
の
見
直
し

３
．技
能
検
定
「
製
版
職
種
（
Ｄ
Ｔ
Ｐ
作

業
）」
の
普
及
啓
発
に
つ
い
て

前
述
の
２
．
３
．
の
項
目
に
つ
い
て
。

急
速
な
技
術
革
新
が
進
む
印
刷
産
業
に
お

い
て
、
こ
れ
ま
で
の
認
定
試
験
、
講
座
、

検
定
に
つ
い
て
様
々
な
意
見
交
換
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

合
格
率
の
見
直
し
、
内
容
の
検
討
。

普
及
、
啓
発
は
必
要
、
し
か
し
、
現
在
の

印
刷
産
業
に
即
し
た
内
容
へ
移
行
が
必
要

で
あ
る
こ
と
。

ま
た
目
的
、
意
義
を
改
め
て
明
確
に
す
る

こ
と
。
試
験
、
検
定
を
通
し
て
組
合
員
の

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
保
つ
為
に
更
新
制
度

の
検
討
や
具
体
的
に
日
常
業
務
に
活
か
す

工
夫
が
必
要
で
あ
る
と
意
見
交
換
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

４
．新
教
育
シ
ス
テ
ム
（
遠
隔
シ
ス
テ

ム
）
の
利
活
用
の
研
究
に
つ
い
て

新
教
育
シ
ス
テ
ム
（
遠
隔
シ
ス
テ
ム
）
と

は
、
都
市
と
地
方
の
情
報
格
差
、
コ
ス
ト

格
差
を
少
な
く
す
る
た
め
に
、
通
信
回
線

を
利
用
す
る
こ
と
で
す
。
具
体
的
に
は
講

演
会
な
ど
に
掛
か
る
講
師
の
費
用
（
交
通

費
な
ど
）
を
、
通
信
回
線
を
利
用
す
る
こ

と
で
ロ
ー
コ
ス
ト
化
が
図
れ
ま
す
。
ま
た

地
方
で
も
都
市
と
同
じ
情
報
が
同
時
に
入

手
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
本
年
度
は
、

実
現
に
向
け
て
前
向
き
に
検
討
す
る
こ
と

が
決
ま
り
ま
し
た
。

５
．「
全
印
工
連
２
０
２
５
計
画
」
の
普

及
・
啓
発

「
全
印
工
連
２
０
２
５
計
画
」
は
、
印
刷

産
業
の
今
後
10
年
間
を
見
据
え
策
定
さ
れ

ま
し
た
。
各
社
の
取
り
組
み
や
、
今
後
予

想
さ
れ
る
社
会
動
向
を
参
考
に
し
て
い
た

だ
き
、
企
業
経
営
に
役
立
て
て
い
た
だ
け

ま
す
様
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

◆
官
公
需
対
策
委
員
会

 

委
員
長　

福
留　

伸
一 

官
公
需
対
策
委
員
会
設
置
状
況
に
つ
い
て�

大
阪
府
・
京
都
府
以
外
の
県
は
、
設
置
済

み
で
あ
る
。
大
手
民
間
企
業
が
所
在
す
る

団
体
と
そ
う
で
な
い
団
体
で
の
官
公
需
対

策
の
意
識
の
差
が
浮
き
彫
り
と
な
っ
て
い

る
。

官
公
需
対
策
に
積
極
的
に
働
き
か
け
て
い

る
団
体
に
つ
い
て 

和
歌
山
県
が
積
極
的
と
回
答
し
次
に
京
都

府
・
奈
良
県
と
な
っ
て
い
る
。

和
歌
山
県
は
、
市
に
お
い
て
保
有
設
備
に

よ
っ
て
グ
ル
ー
プ
分
け
が
で
き
て
い
る
と

の
こ
と
。�

京
都
・
奈
良
は
、
中
央
会
を
通
し
て
の
依

頼
を
し
て
い
る
が
、
ま
だ
成
果
が
発
揮
で

き
て
い
な
い
。�

他
県
は
、
積
極
的
に
は
動
け
て
い
な
い
の

が
現
状
で
あ
る
。�

電
子
入
札
実
施
自
治
体
に
つ
い
て

府
・
県
レ
ベ
ル
で
は
、
福
井
県
以
外
実
施

し
て
い
る
。

市
レ
ベ
ル
で
は
、
大
阪
・
神
戸
・
京
都

（
一
部
）
実
施
し
て
い
る
。

低
価
格
競
争
防
止
策
の
導
入
に
つ
い
て

府
・
県
レ
ベ
ル
で
は
、
導
入
な
し
。

市
レ
ベ
ル
で
は
、
和
歌
山
市
は
、
保
有
設

備
に
よ
っ
て
グ
ル
ー
プ
分
を
す
る
こ
と

で
、
若
干
低
価
格
競
争
防
止
策
に
な
っ
て

い
る
様
子
で
あ
る
。

各
地
現
状
と
問
題
に
つ
い
て

・�

行
政
が
印
刷
見
積
積
算
ソ
フ
ト
を
利
用

し
予
定
価
格
を
算
出
し
て
も
、
落
札
価

格
が
大
幅
に
下
落
し
た
状
態
に
対
し
印

刷
業
界
に
対
し
不
審
に
思
わ
れ
て
い
る
。

・�

県
外
業
者
の
破
格
の
受
注
。

・�

設
備
を
持
た
な
い
業
者
が
安
く
受
注
し
、

設
備
を
保
有
し
て
い
る
業
者
は
高
い
。

・�

兵
庫
県
内
の
行
政
に
お
い
て
、
入
札
仕

様
書
に
次
の
但
書
の
文
章
＂
た
だ
し
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
し
て
の
印
刷
の

外
部
委
託
を
し
な
い
も
の
と
す
る
＂
が

加
筆
さ
れ
た
。

・�

随
意
契
約
に
お
け
る
、
消
費
税
の
取
り

扱
い
に
つ
い
て
、
随
意
契
約
の
上
限
金

額
が
、
行
政
に
よ
っ
て
ば
ら
つ
き
が
あ

り
、
一
概
に
は
、
議
論
が
で
き
な
い
状

況
で
あ
る
。
但
し
、
印
刷
業
者
が
負
担

を
す
る
こ
と
は
、
間
違
い
な
く
税
率
が

増
え
る
に
連
れ
、
負
担
増
と
な
る
点
で

共
通
問
題
と
認
識
す
る
。

奈
良
県
５
万
円
（
税
込
み
）
滋
賀
県
３
万

円
（
税
込
み
）
和
歌
山
県
50
万
円
（
税
込

み
）
で
あ
っ
た
。

今
後
の
対
応
に
つ
い
て

中
央
会
に
留
ま
ら
ず
、
各
県
政
党
代
表
者

へ
印
刷
業
界
の
現
状
を
伝
え
、
デ
フ
レ
脱

却
へ
の
道
筋
と
し
て
、
下
記
の
文
書
例
を

仕
様
書
に
加
筆
す
る
よ
う
働
き
か
け
、
低

価
格
競
争
防
止
に
繋
が
れ
ば
と
考
え
る
。

例
１　
＂
但
し
、
県
内
に
本
店
ま
た
は
、

印
刷
設
備
を
設
置
さ
れ
て
い
る
事
業
所
が

あ
る
こ
と
＂

例
２　
＂
但
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通

し
て
印
刷
通
販
な
ど
の
外
部
委
託
を
し
な

い
も
の
と
す
る
＂
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災害保障特約付団体定期保険

生命共済ライフピア生命共済ライフピア

会員企業のみがこの福利厚生制度を利用することができます!!

会員企業の役員・従業員に対
する弔慰金・見舞金を、この
制度を活用して準備すること
により福利厚生制度を充実さ
せることができます。

①  ①  

簡単な告知のみで、医師の診
査は不要です。
※健康状態によっては加入（増額）できない
ことがあります。

②  ②  

業務上、業務外を問わず 24
時間保障です。

④  ④  掛金（企業負担）は損金または
必要経費に算入します。
（注）税務のお取扱いについては、平成26年8月現
　在の法令・通達・判例に基づいたものであり、
　　　将来的に変更されることもあります。

③  ③  

福利厚生制度の充実!!

その他

お申込み手続きが簡単!!

掛金の税務上のお取扱い

＜加入例＞

死亡保険金 ……………… 100万円
死亡保険金＋災害保険金 200万円
障害給付金7 …………… 70～10万円
入院給付金 ……………… 1,500円

（一日につき）

掛
金（
月
額
）の
一
例

保険年齢 男　性 女　性

15～35歳

41～45歳

51～55歳

61～65歳

359円

449円

690円

1,186円

302円

374円

497円

676円
※掛金には運営事務費が含まれています。

お申込にあたっては、所定のパンフレットおよび重要事項説明書（契約概要・注意喚起情報）を必ずお読みください。

お問い合わせは印刷組合事務局迄皆様、いつもご協賛ありがとうございます。

 
 
 
 
  
 
 
 

 30 歳 40 歳 50 歳 

男 性 1,420 円 2,135 円 3,460 円

女 性 1,550 円 2,295 円 2,970 円

【募集代理店】奈良県印刷工業組合  指定代理店 

三泉トラスト保険サービス㈱ 大阪支店 
〒530-0003 大阪市北区堂島 1-5-30（堂島プラザビル）

お問合せ 0120-037-198 ＦＡＸ06-6347-5235
お申し込みはいつでも受付しております 

引受保険会社  

アフラック 近畿法人営業部  

〒530-0057 大阪市北区曾根崎 2-3-5 

ＴＥＬ：06-6206-3607  AF020-2014-0679 12 月 4 日(161204)

月払保険料 左記プランの場合 （2014 年12 月現在） 
集団取扱・保険料払込期間：終身（抗がん剤治療特約は 10 年更新） 

定額タイプ・解約払戻金なしタイプ 

※商品の詳細は「契約概要」等をご覧下さい。 

Ａプラン 入院給付金日額 5,000 円 保険期間：終身（抗がん剤治療特約は 10 年更新） 

＜抗がん剤治療特約＞の更新後の保険料は更新時の年齢・ 

保険料率によって決まります。 

※上記以外のプランもございます。詳しいご説明・各種ご相談は、 

お気軽に下記募集代理店までご連絡下さい。 

奈良県印刷工業組合 組合員の皆様へ 

＜アフラックの最新のがん保険のご案内＞ 
割安な集団取扱保険料でご契約いただけます!! 

～
大
連
紀
行
～

（4）

 

理
事　

中
西　

知

「
観
光
地
と
し
て
も
魅
力
満
載
」

　

五
月
中
旬
、
元
妙
齢
の
女
性
三
人
に
頼
ま
れ
て
、
大
連
に
旅
行
に
行

き
ま
し
た
。

　

正
午
頃
に
大
連
空
港
に
着
い
た
の
で
、
第
一
日
目
は
、
市
内
観
光
。

先
ず
は
、
近
年
大
開
発
さ
れ
た
港
湾
広
場
の
北
側
「
東
港
」
地
区
へ
。

ヒ
ル
ト
ン
・
コ
ン
ラ
ッ
ド
の
超
高
級
ホ
テ
ル
、
ま

る
で
ベ
ニ
ス
を
思
わ
せ
る
街
並
み
（
写
真
）。
続

い
て
海
ハ
イ
ジ
ー
ユ
ン
グ
ァ
ン
チ
ャ
ン

之
韵
広
場
を
経
て
棒バ

ン
チ
ュ
イ
ダ
オ

錘
島
ホ
テ
ル
、
老
虎

灘
か
ら
浜
海
路
の
海
岸
線
を
星
海
広
場
へ
。
プ
ラ

タ
ナ
ス
の
並
木
が
美
し
い
高ゴ
ー
リ
キ
ー

爾
基
路
を
通
っ
て
、

有
名
火
鍋
店
で
夕
食
。

　

第
二
日
目
は
、
旅
順
観
光
。
東ト
ウ

鶏ケ
イ

冠カ
ン

山ザ
ン

堡ホ

塁ル
イ

や

二
〇
三
高
地
の
日
露
戦
争
の
激
戦
地
に
は
、
中
国

人
観
光
客
も
来
て
い
ま
す
。
外
国
人
へ
の
規
制
も
あ
る
中
、
旅
順
軍
港

や
（
展
示
用
の
）
潜
水
艦
見
学
や
映
画
・
Ｔ
Ｖ
ド
ラ
マ
の
撮
影
セ
ッ
ト

が
残
る
「
闖
関
東
民
俗
文
化
村
」
な
ど
、
私
自
身
も
初
め
て
の
と
こ
ろ

を
見
学
し
て
、
足
ツ
ボ
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
後
、
海
鮮
料
理
店
で
夕
食
。

　

第
三
日
目
は
、
金
石
灘
観
光
。
巨
大
な
幌
船
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
（
写

真
）
に
驚
い
た
り
、
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
で
海
上

に
出
て
、
金
石
灘
ゴ
ル
フ
場
の
近
く
に
上
陸
し

た
り
、
太
古
の
地
形
の
残
る
「
金
石
園
」
や
夏

に
は
、
海
水
浴
場
と
な
る
「
十
里
黄
金
海
岸
」

を
散
歩
し
て
、
夕
食
は
本
格
中
華
料
理
。

　

第
四
日
目
は
、
満
開
の
ア
カ
シ
ア
の
甘
い
香

り
を
嗅
い
で
、
二
階
建
て
バ
ス
や
地
下
鉄
、
路

面
電
車
に
乗
車
体
験
を
し
て
、
花
い
っ
ぱ
い
の

大
連
を
満
喫
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
回
の
旅
で
、
改
め
て
大
連

は
、
市
街
地
の
美
化
に
も
、
観
光
地
開
発
に
も
熱
心
な
大
都
会
で
あ
る

こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。
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災害保障特約付団体定期保険

生命共済ライフピア生命共済ライフピア

会員企業のみがこの福利厚生制度を利用することができます!!

会員企業の役員・従業員に対
する弔慰金・見舞金を、この
制度を活用して準備すること
により福利厚生制度を充実さ
せることができます。

①  ①  

簡単な告知のみで、医師の診
査は不要です。
※健康状態によっては加入（増額）できない
ことがあります。

②  ②  

業務上、業務外を問わず 24
時間保障です。

④  ④  掛金（企業負担）は損金または
必要経費に算入します。
（注）税務のお取扱いについては、平成26年8月現
　在の法令・通達・判例に基づいたものであり、
　　　将来的に変更されることもあります。

③  ③  

福利厚生制度の充実!!

その他

お申込み手続きが簡単!!

掛金の税務上のお取扱い

＜加入例＞

死亡保険金 ……………… 100万円
死亡保険金＋災害保険金 200万円
障害給付金7 …………… 70～10万円
入院給付金 ……………… 1,500円

（一日につき）

掛
金（
月
額
）の
一
例

保険年齢 男　性 女　性

15～35歳

41～45歳

51～55歳

61～65歳

359円

449円

690円

1,186円

302円

374円

497円

676円
※掛金には運営事務費が含まれています。

お申込にあたっては、所定のパンフレットおよび重要事項説明書（契約概要・注意喚起情報）を必ずお読みください。

お問い合わせは印刷組合事務局迄皆様、いつもご協賛ありがとうございます。
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奈良県奈良市角振町 奈良第一生命ビル ℡ ㈹
受付時間：平日午前 時～午後 時 分（窓口）
第一生命ホームページ

私たち第一生命は、お客さまの大切な人生、大切な人、大切な未来のために、

保険というかたちある「安心」をお届けし、その「安心の絆」を確かなものにしていくことを

願っています。私たちは、これからも、お客さまの「一生涯のパートナー」として、

「生涯設計」によって、かたちある「安心」をつくり、届け、広めてまいります。

奈良支社

SHOUIN 8


